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スケジュール 

 

 6月 8日（土） 10:00−12:00 ワークショップ  A会場・B会場・C会場 

 12:00    受付開始 F号館玄関ホール 

 13:00    開会の辞 文学部校舎 1号教室 

 13:10−15:40 シンポジウム 文学部校舎 1号教室 

 16:00−18:05 研究発表 I A会場・B会場・C会場 

 18:30−20:30 懇親会  関西学院会館 光の間 

 

 6月 9日（日） 10:30−12:35 研究発表 II A会場・B会場・C会場 

 13:30−13:50 総会  B会場 

 14:00−15:30 招待講演  B会場 

 15:40    閉会の辞 B会場 

 

❒ 大会参加について 

・ 大会の参加登録をお願いします。会員は参加無料です。大会前10日以内に会費を納入された方

は振替受領書をお持ちください。納入が確認できない場合，大会参加費のお支払いをお願い

し，後日確認後，返金いたします。詳しくは学会ウェブサイトにてご確認ください。 

・ 当日会員は，一般 3,000円，学生 2,000円です（学部生は無料。学生証をご提示ください）。 

・ 受付で登録を確認した上で，名札をお渡しします。会場では名札を着用ください。 

 

❒ ネットワーク環境と発表資料 

会場では，Eduroamが使用可能です。発表資料は，オンライン上での公開を予定いたしておりま

す。会員と参加登録者には大会の約1週間前に資料ダウンロードサイトの情報をメールでお送り

いたします。当日はアクセスが集中しますので，事前にダウンロードしてご参加ください。 

 

❒ 懇親会 

第1⽇⽬の招待講演会終了後，関⻄学院会館 光の間で懇親会を開きます。発表者の⽅も⼀般会員

の⽅も，お気軽にご参加ください（会費：⼀般 6,000円，学⽣ 4,000円）。参加を希望される⽅は，

学会ウェブサイトより，5⽉22⽇までに申し込みをお願いします。当⽇参加も受け付けますが，⼈

数限定となっておりますので，確実な参加のためには事前申し込みをお願いします。 

 

❒ 昼食 

8⽇（⼟）は学内の⾷堂（ビッグママ）・売店（フォーラム店）が営業予定です。9⽇（⽇）は⾷

堂（ビッグママ）が営業予定です。コンビニは，最寄り駅近辺および⼤学の徒歩圏内にあります。  
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❒ 書籍展示 

F号館104教室にて書籍展示を行なっております。ぜひ足をお運びください。 

 

 会場案内  関西学院大学 西宮上ヶ原キャンパス  

シンポジウムは文学部校舎で行います（キャンパスマップ参照）。以下は F 号館平面図です。 
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第 49 回大会プログラム 

 第 1 日：6 月 8 日（土） 

 

ワークショップ  ...................................................................................... 10:00−12:00 
A 会場：F 号館 102 教室 

GrammarXiv を活用した新しい研究発表のあり方を探る：付加詞をめぐる諸問題を例に 

 代表者：瀧田 健介（同志社大学） 

   山口 真史（関西外国語大学） 

   小林 亮一朗（東京農業大学） 

   

B 会場：F 号館 203 教室 

日本語研究の知見を格助詞の教育・学習に生かす：「日本語格助詞データベース」構築の現

状と今後の展望 

 代表者：プラシャント・パルデシ（国立国語研究所） 

   尾沼 玄也（拓殖大学） 

   赤瀬川 史朗（Lago NLP）	

   岸本 秀樹（神戸大学）・齋藤 諒弥（神戸大学大学院）・ 

    嘉藤 優太（神戸大学大学院）・安下 尚吾（神戸大学大学院） 

 

C 会場：F 号館 302 教室 

感覚・状態の「する」をめぐって 

 代表者：板垣 浩正（明星大学） 

   岩男 考哲（神戸市外国語大学） 

   大神 雄一郎（大阪公立大学） 

   小薬 哲哉（大阪大学） 

 

開会の辞  ............................................................................................................ 13:00 
文学部校舎 1号教室 

関西言語学会大会委員長 井元 秀剛（大阪大学） 
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シンポジウム  ............................................................................................. 13:10−15:40 
文学部校舎 1 号教室 

 オノマトペ研究の可能性：日本語学、言語学、言語心理学の対話 

 司会兼代表者：秋田 喜美（名古屋大学） 

 趣旨説明 秋田喜美 

 「日本語学の観点から」 山口 仲美（埼玉大学名誉教授） 

 「言語学の観点から」            秋田 喜美（名古屋大学） 

 「言語心理学の観点から」          今井 むつみ（慶應義塾大学） 

 

研究発表 I  .................................................................................................. 16:00−18:05 
 

A 会場：F 号館 102 教室 司会：大田垣 仁（近畿大学） 

1 (16:00-16:35)  「～たい」を用いた願望疑問文の許容度と発話機能 

Tran
チャン

 Van
ヴァン

 Tai
タイ

（筑波大学大学院生） 
2 (16:45-17:20)  先行発話を受けて発する強調を表す「また」の意味について  

須田 菜都美（神戸市外国語大学大学院生） 

3 (17:30-18:05)  現代日本語の授受動詞における視点制約再考 

大園 雄也（関西外国語大学大学院生） 

 

B 会場：F 号館 203 教室 司会：工藤 和也（龍谷大学） 

1 (16:00-16:35)  動詞 burn の語彙意味論的位置付けとその翻訳 

出水 孝典（神戸学院大学） 

2 (16:45-17:20)  原因要素の語順制限に着目した使役概念の統語的位置づけ 

竹本 理美（淑徳大学） 

3 (17:30-18:05)  日本語における分裂文の焦点部分に生じる疑問詞について【招聘発表】 

船越 健志（獨協大学） 

 

C 会場：F 号館 302 教室 司会：尹 盛煕（関西学院大学） 

1 (16:00-16:35)  「勧誘」と「否定」の共起による機能の変化―英語と日本語の対照から―  

鷲野 亜紀（松江工業高等専門学校） 

2 (16:45-17:20)  Chat GPTは「オレ」「ボク」「ワタシ」「アタシ」「ウチ」らしく発話する 

   のか―人間が作成した発話文と比較して― 

西澤 萌希（中部学院大学） 

 
懇親会（関西学院会館 光の間） .............................................................. 18:30−20:30  
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 第 2 日：6 月 9 日（日） 

 

研究発表 II  ................................................................................................. 10:30−12:35 
 

A 会場：F 号館 102 教室 司会：杉浦 秀行（同志社大学） 

4 (10:30-11:05)  日タイ語における方向動詞「はいる」と khâw ‘enter’の意味拡張および事

態把握の対照―無生物主語の場合に着目して― 

SRITRAKOOL
シ ー タ ク ー ン

, Sutheera
スティーラー

（東北大学大学院生）・上原 聡（東北大学） 
5 (11:15-11:50)  視覚動詞から考察する身体部位所有者上昇構文に生起可能な動詞の制約

について 

樫本 拳斗（京都大学大学院生） 

6 (12:00-12:35)  日本語における前置詞の可能性―メタファー研究がもたらす示唆― 

角出 凱紀（京都大学大学院生） 

 

B 会場：F 号館 203 教室 司会：田中 雄（国立国語研究所） 

4 (10:30-11:05)  Universality and language-specificity of colour metaphors: Evidence from English 

and Japanese 

飛岡 翔（大同大学）・飯田 雛乃（名古屋大学大学院生） 

5 (11:15-11:50)  「母音感動詞」の体系―その意味と調音の操作性に基づいて― 

松岡 みゆき（愛知文教大学） 

6 (12:00-12:35)  日本語における形態構造と二次音声情報の相互作用【招聘発表】 

黄
ファン

 竹佑
チューユー

（名古屋学院大学） 
 
C 会場：F 号館 302 教室 司会：川原 功司（名古屋外国語大学） 

4 (10:30-11:05)  ［動詞連体形+名詞］を用いた名称に関する形態統語論的考察―飲むマス

ク，戦う哲学者，読むプロテイン― 

近 大志（関西大学） 

5 (11:15-11:50)  Deriving the Free Choice Principle in Update Semantics 

徐
ジョ

 子程
シ テ イ

（神戸大学大学院生） 
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総会  .......................................................................................................... 13:30−13:50 
B 会場：F 号館 203 教室 

 

招待講演  ................................................................................................. 14:00−15:30 
B 会場：F 号館 203 教室 

司会：日高 俊夫（武庫川女子大学） 

 

 言語学から見た大規模言語モデル     大関 洋平（東京大学） 

 

閉会の辞  ............................................................................................................ 15:40 
B 会場：F 号館 203 教室 

 関西言語学会会長 岸本 秀樹（神戸大学） 

 

 

 

 関西学院大学 西宮上ヶ原キャンパス 交通アクセス  
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 関西学院大学 西宮上ヶ原キャンパスマップ  
 

 

※会場内は禁煙です。喫煙は地図をご確認の上，指定する場所でお願いします。 

 

 

 

l 大会について 

今回の大会は，対面のみで開催いたします。大会中の配信および大会後の録画の公開や，質問用

のスプレッドシートの準備は予定しておりませんので，ご注意ください。 

 
 

大会委員      

井元 秀剛 (委員長) 伊藤 創 于 一楽 碓井 智子 大熊 富季子 大田垣 仁 

川原 功司 工藤 和也 杉浦 秀行 杉崎 鉱司 杉村 美奈 田中 雄 

西垣内 泰介 日高 俊夫 藤田 耕司 南 佑亮 森 篤嗣 山本 尚子 

由本 陽子 尹 盛煕     

      

開催校委員     

杉崎 鉱司 (委員長) 茨木 正志郎 今西 祐介 浦 啓之 楠本 紀代美 田中 裕幸 

中野 陽子 山本 圭子 尹 盛煕    

      

事務局 眞野 美穂（局長） 江口 清子    

 

受付，休憩室，

A・B・C 会場 

書籍展⽰ 

シンポジウム会場 

懇親会会場 

⾷堂，売店 


